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F5 ロードバランシング
Cisco UCS Directorでは、F5ロードバランサの作成とモニタリングをサポートします。

ルーティング環境ではロードバランシングが広く利用される可能性がありますが、仮想ネット

ワーキングやVM環境における重要性も高まっています。サーバのロードバランシングは、複数
の仮想サーバへトラフィックを分散するメカニズムであり、アプリケーションおよびサーバのリ

ソース使用率を向上させます。

サーバロードバランシング（SLB）は、サービスを提供するためにロードバランシングデバイス
がクライアントリクエストを送信すべきサーバを決定するプロセスです。たとえば、クライアン

トリクエストは、Webページの HTTP GETやファイルをダウンロードするための FTP GETで構
成できます。ロードバランサのジョブは、クライアントリクエストを正常に実行でき、かつ、全

体として、サーバにもサーバファームにも負荷をかけすぎることなく、最短時間でそれを実行す

るためのサーバを選択することです。

設定するロードバランシングアルゴリズム、つまりプレディクタに応じて、F5 BIG-IPでは一連
のチェックおよび計算を実行し、各クライアント要求に最良に対応できるサーバを決定します。

F5 BIG-IPは、負荷に対して接続数が最小のサーバ、送信元または宛先アドレス、cookie、URL、
HTTPヘッダーなど、いくつかの要因に基づいてサーバを選択します。

ロードバランシングのプロセスフロー概要は次のとおりです。

1 クライアントがロードバランサのサービスに接続しようとします。
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2 ロードバランサが接続を許可します。

3 ロードバランサが、接続を受信するホストを決定し、選択したホストのサービスと一致させる

ために宛先 IPアドレス（またはポート）を変更します。

4 ホストがロードバランサの接続を受け入れ、元の送信元、クライアント（デフォルトルート

経由）、およびロードバランサに応答を返します。

5 ロードバランサは、ホストから返却パケットを取得し、この時点で送信元 IPアドレス（また
はポート）を変更して、仮想サーバ IPアドレスおよびポートに応答し、パケットをクライア
ントに戻します。

6 クライアントは、それが仮想サーバからのものであると想定して返却パケットを受け取り、残

りのプロセスを続行します。

Cisco UCS Directorが、F5ロードバランサの管理、オーケストレーション、およびモニタリング
を有効にします。次に、重要なプロセスの概要を示します。

1 F5ロードバランサを追加します。F5ロードバランサを追加するには、[管理（Administration）]
> [物理アカウント（Physical Accounts）]を選択します。[物理アカウント（Physical Accounts）]
ページで、[ネットワーク要素の管理（Managed Network Elements）]をクリックし、次に [ネッ
トワーク要素を追加（Add Network Element）]をクリックします。

2 F5ロードバランサを管理対象要素として追加するときに、Cisco UCS Directorは Cisco UCS
Directorタスクインベントリ収集をトリガーします。[システムのタスク（SystemTasks）]で設
定されるポーリング間隔でインベントリ収集の頻度を指定します。

3 F5ロードバランサがポッドに追加されると、ポッド環境のその他すべてのコンポーネントと
一緒にアカウントレベルでリストされます。F5コンポーネント情報を表示するには、[物理
（Physical）] > [ネットワーク（Network）]を選択します。[ネットワーク（Network）]ページ
で、ポッドを選択し、[管理対象ネットワーク要素（Managed Network Elements）]をクリック
します。

Cisco UCS Directorを使用して、F5デバイス上でロードバランシングを実装する方法は 2つあり
ます。

1 iApps（BIG-IP）アプリケーションサービスを使用する。

iAppsアプリケーションテンプレートは、サーバを一貫して導入、管理、モニタリングするイ
ンターフェイスとして機能することにより、BIG-IPシステムをHTTPアプリケーション向けに
構成することを可能にします。デフォルトの iAppsテンプレートを使用するか、F5デバイスで
ロードバランシングを実装するテンプレートを作成し、カスタマイズできます。

2 Cisco UCS Directorを使用して、以下を実行します。

•管理対象要素のセットアップ

•プールの作成

•プールメンバの追加

•仮想サーバの作成
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F5 アプリケーションコンテナのセットアップのワークフ
ロータスクについて

Cisco UCS Directorには、ワークフローデザイナを使用したロードバランサへの接続に役立つ F5
BIG-IPワークフローが含まれています。重要なワークフロータスクを以下に示します。

•コンテナ VMリソースの割り当て

•コンテナのプロビジョニング：ネットワーク

•コンテナのプロビジョニング：VM

•コンテナの再同期：VM

•コンテナゲートウェイのセットアップ

•コンテナ F5ロードバランサのセットアップ

•コンテナ電子メールの送信

F5 ロードバランシングアプリケーションコンテナの前
提条件

Cisco UCS Director内で F5ロードバランシングアプリケーションコンテナを作成する前に、次の
タスクを実行する必要があります。

•フェンスドコンテナのセットアップ

•フェンスドコンテナのセットアップ：ASAゲートウェイ

コンテナロードバランサのセットアップタスクは、アプリケーションサービスを手動で作成

するために提供されています。このタスクは、「フェンスドコンテナセットアップ：ASA
ゲートウェイ」タスクと統合され、F5ロードバランシングアプリケーションコンテナを作成
します。

ヒント

F5 ロードバランシングアプリケーションコンテナのセッ
トアップに関する要件

Cisco UCS Directorは、F5ロードバランシングプロパティを包含 VMに提供するアプリケーショ
ンコンテナを作成できます。Cisco UCS Directorプロセスワークフローの概要を次に示します。
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1 ロードバランシングポリシーの作成

2 ネットワーク要素の追加

3 仮想インフラストラクチャポリシーの作成

4 階層化アプリケーションゲートウェイポリシーの作成（オプション）

5 コンテナテンプレートの作成

6 コンテナの作成

F5 Big IP ネットワーク設定の制限
ゲートウェイおよびF5BIG-IPデバイスで必要なネットワーク設定を手動で行う必要があります。

ゲートウェイでの VLAN設定と NAT設定とともに、F5デバイスでの関連ネットワーク設定
は、Cisco UCSDirectorを使用した F5アプリケーションコンテナのサポートの一環として行う
ことはできません。この特定の自動化プロセスについては、近日中にリリースされる Cisco
UCS Directorで対応します。

（注）

ネットワーク機器の追加

ロードバランシングをサポートする仮想サーバを作成するには、最初にネットワーク機器をCisco
UCSDirectorに追加しておく必要があります。ロードバランサをCisco UCSDirectorのネットワー
ク機器として追加した後、[管理するネットワーク機器（Managed Network Element）]画面にその
機器が表示されます。

はじめる前に

このタスクを完了するには、アプライアンスにログインする必要があります。

ステップ 1 [管理（Administration）] > [物理アカウント（Physical Accounts）]を選択します。
ステップ 2 [物理アカウント（PhysicalAccounts）]ページで [管理するネットワーク機器（ManagedNetworkElements）]

をクリックします。

ステップ 3 [ネットワーク機器の追加（Add Network Element）]をクリックします。
ステップ 4 [ネットワーク機器の追加（Add Network Element）]画面で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ネットワーク要素が属するポッドを選択します。[ポッド（POD）]ドロップダウンリスト
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説明名前

このネットワーク要素のデバイスカテゴリを選択

します。たとえば [F5ロードバランサ（F5 Load
Balancer）]を選択します。

[デバイスカテゴリ（Device Category）]ドロップダ
ウンリスト

このデバイスの IPアドレス。[デバイスIP（Device IP）]フィールド

使用されるプロトコルを選択します。リストには次

の内容が含まれます。

• Telnet

• SSH

• HTTP

• HTTPS

F5ロードバランサデバイスを使用する
場合、HTTPおよび HTTPSのみを選択で
きます。

（注）

[プロトコル（Protocol）]ドロップダウンリスト

使用するポート番号。[ポート（Port）]フィールド

ログイン名。[ログイン（Login）]フィールド

ログイン名に関連付けられるパスワード。[パスワード（Password）]フィールド

ステップ 5 [送信（Submit）]をクリックします。

F5ロードバランサの追加が、システムタスクのインベントリ収集のトリガーとなります。[シス
テムのタスク（System Tasks）] 画面で設定されるポーリング間隔でインベントリ収集の頻度を指
定します。

次の作業

仮想サーバを変更または編集するには、サーバを選択して [変更（Modify）]をクリックします。
仮想サーバを削除するには、サーバを選択して [削除（Delete）]をクリックします。
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F5 ロードバランシングポリシーの追加

ステップ 1 [ポリシー（Policies）] > [アプリケーションコンテナ（Application Containers）]を選択します。
ステップ 2 [アプリケーションコンテナ（Application Containers）]ページで [F5ロードバランサポリシー（F5 Load

Balancer Policies）]をクリックします。
ステップ 3 [（+）ポリシーの追加（(+) Add Policy）]をクリックします。
ステップ 4 [F5ロードバランサポリシーの追加（Add F5 Load Balancer Policy）]画面で、次のフィールドに入力しま

す。

説明名前

F5ロードバランサアプリケーションポリシーに割
り当てる名前。

[ポリシー名（Policy Name）]フィールド

このポリシーの説明。[ポリシーの説明（Policy Description）]フィールド

[物理（Physical）]を選択します。[ロードバランサアカウントタイプ（Load Balancer
Account Type）]ドロップダウンリスト

[F5アカウントの選択（Select F5 Account）]を展開
して、使用可能なリストから [F5ロードバランサ
（F5 load balancer）]アカウントを選択します。

[F5アカウントの選択（Select F5 Account）]フィー
ルド

ステップ 5 [次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 6 [送信（Submit）]をクリックします。

次の作業

仮想インフラストラクチャポリシーを作成します。
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F5 ロードバランシング仮想インフラストラクチャポリシーの追加

ステップ 1 [ポリシー（Policies）] > [アプリケーションコンテナ（Application Containers）]を選択します。
ステップ 2 [アプリケーションコンテナ（Application Containers）]ページで [仮想インフラストラクチャポリシー

（Virtual Infrastructure Policies）]をクリックします。
ステップ 3 [ポリシーを追加（+）（Add Policy (+)）]をクリックします。
ステップ 4 [仮想インフラストラクチャポリシー仕様（Virtual Infrastructure Policy Specification）]画面で、次のフィー

ルドに入力します。

説明名前

ポリシーの一意の名前。[テンプレート名（Template Name）]フィールド

このポリシーの説明。[テンプレートの説明（TemplateDescription）]フィー
ルド

[フェンスド仮想（FencedVirtual）]をコンテナタイ
プとして選択します。

[コンテナタイプ（Container Type）]ドロップダウ
ンリスト

仮想インフラストラクチャポリシーを適用する仮

想アカウントを選択します。

[仮想アカウントの選択（Select Virtual Account）]ド
ロップダウンリスト

ステップ 5 [次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 6 [仮想インフラストラクチャポリシー：フェンシングゲートウェイ（Virtual Infrastructure Policy - Fencing

Gateway）]画面で、次のフィールドに入力します。

説明名前

ゲートウェイポリシーを選択する場合は、この

チェックボックスをオンにします。選択しない場

合は、[次へ（Next）]をクリックします。

[ゲートウェイが必要（Gateway Required）]チェッ
クボックス

[ゲートウェイが必要（Gateway Required）]チェッ
クボックスをオンにすると、このフィールドで、

仮想インフラストラクチャポリシーに対してゲー

トウェイポリシーを選択できます。

[ゲートウェイポリシーの選択（Select Gateway
Policy）]ドロップダウンリスト

ステップ 7 [次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 8 [仮想インフラストラクチャポリシー：フェンシングロードバランシング（Virtual Infrastructure Policy -

Fencing Load Balancing）]画面で、次のフィールドに入力します。
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説明名前

仮想インフラストラクチャポリシーに対して F5
ロードバランシングを選択するには、このチェッ

クボックスをオンにします。

[F5ロードバランサが必要（F5 Load Balancer
Required）]チェックボックス

[F5ロードバランサが必要（F5 Load Balancer
Required）] チェックボックスをオンにすると、こ
のフィールドでF5ロードバランシングポリシーを
選択できます。

[F5ロードバランサポリシーの選択（Select F5Load
Balancer Policy）]ドロップダウンリスト

ステップ 9 [次へ（Next）]をクリックして、設定の概要を表示します。
ステップ 10 [送信（Submit）]をクリックします。

次の作業

階層化アプリケーションゲートウェイポリシーを設定します。

階層化アプリケーションゲートウェイポリシーの作成

ステップ 1 [ポリシー（Policies）] > [アプリケーションコンテナ（Application Containers）]を選択します。
ステップ 2 [アプリケーションコンテナ（Application Containers）]ページで [階層型アプリケーションのゲートウェイ

ポリシー（Tiered Application Gateway Policies）]をクリックします。
ステップ 3 [（+）ポリシーの追加（(+) Add Policy）]をクリックします。
ステップ 4 [ポリシー仕様（Policy Specification）]画面で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

F5ロードバランサ階層化アプリケーションゲート
ウェイポリシーに割り当てる名前。

[ポリシー名（Policy Name）]フィールド

このポリシーの説明。[ポリシーの説明（Policy Description）]フィールド

ゲートウェイタイプを選択します。[ゲートウェイタイプ（GatewayType）]ドロップダ
ウンリスト

コンテナを展開するクラウドアカウントを選択し

ます。

[仮想アカウントの選択（Select Virtual Account）]ド
ロップダウンリスト
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ステップ 5 [次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 6 [ゲートウェイ - Linux（Gateway - Linux）]画面で、Linuxゲートウェイタイプの次のフィールドに入力し

ます（該当する場合）。

説明名前

コンテンツライブラリ VMテンプレートから VM
テンプレートを表示して選択するには、オンにしま

す。オフにした場合には、VMイメージテンプレー
トから VMテンプレートを選択する必要がありま
す。

[コンテンツライブラリテンプレートを使用した
VMのプロビジョニング（Provision gatewayVMusing
Content Library template）]チェックボックス

このフィールドは、[コンテキストライブラリテン
プレートを使用したゲートウェイVMのプロビジョ
ニング（Provision gateway VM using Content Library
template）]チェックボックスがオンの場合にのみ
表示されます。リストを展開して、コンテンツラ

イブラリから VMテンプレートを選択します。

[コンテンツライブラリVMテンプレート（Content
Library VM Template）]フィールド

このフィールドは、[コンテキストライブラリテン
プレートを使用したゲートウェイVMのプロビジョ
ニング（Provision gateway VM using Content Library
template）]チェックボックスがオフの場合にのみ
表示されます。リストからゲートウェイの VMイ
メージを選択します。

[ゲートウェイの VMイメージ（VM Image for the
Gateway）]ドロップダウンリスト

ポリシーに従って許可される仮想 CPUの数。[仮想 CPUの数（Number of Virtul CPUs）]フィール
ド

メモリのサイズを選択します。[メモリ（Memory）]ドロップダウンリスト

ポリシーに従って予約される CPUの数。[CPU予約（MHz）（CPU Reservation in MHz）]
フィールド

ポリシーに対して予約されるメモリの最大量（MB
単位）。

[メモリ予約（MB）（Memory Reservation in MB）]
フィールド

テンプレートにアクセスするための rootログイン
名。

[テンプレート用の rootログイン（Root Login for the
Template）]フィールド

テンプレートにアクセスするための rootパスワー
ド。

[テンプレート用の rootパスワード（Root password
for the Template）]フィールド

ゲートウェイ VMの rootパスワードをエンドユー
ザと共有する場合とその方法。

[ゲートウェイパスワード共有のオプション
（Gateway Password Sharing Option）]ドロップダウ
ンリスト
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ステップ 7 [ポリシー仕様（Policy Specification）]画面で、Cisco ASAゲートウェイタイプの次のフィールドに入力し
ます。

説明名前

ユニファイドファブリックを使用するには、この

ボックスをオンにします。

[ユニファイドファブリックの使用（Use Unified
Fabric）]チェックボックス

Cisco ASAデバイスを選択します。[デバイスの選択（Select Device）]ドロップダウン
リスト

Cisco ASAデバイスの外部インターフェイスを選択
します。

[外部インターフェイス（Outside Interface）]ドロッ
プダウンリスト

このフィールドは、[ユニファイドファブリックの
使用（Use Unified Fabric）]チェックボックスがオ
フになっている場合にのみ表示されます。外部イン

ターフェイスの IPアドレス。

[外部インターフェイスの IPアドレス（Outside
Interface IP Address）]フィールド

このフィールドは、[ユニファイドファブリックの
使用（Use Unified Fabric）]チェックボックスがオ
フになっている場合にのみ表示されます。外部イン

ターフェイスに関連付けられている VLAN ID。

[外部インターフェイスのVLANID（Outside Interface
VLAN ID）]フィールド

リストから内部インターフェイスを選択します。[内部インターフェイス（Inside Interfaces）]フィー
ルド

ステップ 8 [ポリシー仕様（Policy Specification）]画面で、Cisco ASAvゲートウェイタイプの次のフィールドに入力
します。

説明名前

ユニファイドファブリックを使用するには、この

ボックスをオンにします。

[ユニファイドファブリックの使用（Use Unified
Fabric）]チェックボックス

テーブルからCisco ASAvデバイスのOVFファイル
を選択するには、このチェックボックスをオンに

します。

[ASAv OVF]フィールド
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説明名前

テーブルからASAv展開ポリシーを選択するには、
このチェックボックスをオンにします。この展開

ポリシーは、事前に [ポリシー（Policies）] > [仮想/
ハイパーバイザポリシー（Virtual/Hypervisor
Policies）] > [サービスの提供（Service Delivery）] >
[ASAv展開ポリシー（ASAvDeployment Policy）]を
選択して作成します。

[ASAvポリシー（ASAv Policy）]フィールド

テーブルから外部インターフェイスを選択するに

は、このチェックボックスをオンにします。

[外部インターフェイス（Outside Interface）]フィー
ルド

テーブルから内部インターフェイスを選択するに

は、このチェックボックスをオンにします。[ユニ
ファイドファブリックの使用（UseUnifiedFabric）]
チェックボックスをオンにすると、ドロップダウ

ンリストから内部インターフェイスを選択できま

す。

[内部インターフェイス（Inside Interfaces）]フィー
ルド

ステップ 9 [次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 10 設定の概要を表示したら、[送信（Submit）]をクリックします。

アプリケーションコンテナテンプレートの作成

この手順は、テンプレートを更新する手順をキャプチャしません。テンプレートを変更した場

合は、そのテンプレートから新たに作成されたコンテナにのみテンプレートが適用されます。

このテンプレートでは、さまざまなネットワーク（DFAネットワークを含む）で使用するア
プリケーションコンテナを作成できます。

（注）
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はじめる前に

仮想インフラストラクチャポリシーを作成します。

ステップ 1 [ポリシー（Policies）] > [アプリケーションコンテナ（Application Containers）]を選択します。
ステップ 2 [アプリケーションコンテナ（ApplicationContainers）]ページで [アプリケーションコンテナのテンプレー

ト（Application Container Templates）]をクリックします。
ステップ 3 [テンプレートの追加（Add Template）]をクリックします。[アプリケーションコンテナテンプレートの

追加（Add Application Container Template）]画面が表示されます。次のフィールドに入力します。

説明名前

新しいテンプレートの名前。[テンプレート名（Template
Name）]フィールド

テンプレートの説明。[テンプレートの説明（Template
Description）]フィールド

ステップ 4 [次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 5 [アプリケーションコンテナテンプレート：仮想インフラストラクチャポリシーの選択（Application

Container Template - Select a Virtual infrastructure policy）]画面が表示されます。次の選択を実行します。

説明名前

コンテナを展開するためのポリシーを選択します。

ロードバランシングポリシーを選択します（以降のウィザー

ド画面には、該当するロードバランシング情報が入力され

ます）。

（注）

[仮想インフラストラクチャポリ
シーの選択（Select Virtual
Infrastructure Policy）]ドロップ
ダウンリスト

ステップ 6 [次へ（Next）]をクリックします。[アプリケーションコンテナテンプレート：内部ネットワーク
（Application Container Template - Internal Networks）]画面が表示されます。
コンテナに複数のネットワークを追加して設定できます。これらのネットワークは、このテンプレートを

使用してプロビジョニングされる VMに適用されます。

ステップ 7 [ネットワーク（Newtorks）]を展開し、[追加（+）（Add (+)）]アイコンをクリックしてネットワークを
追加します。[ネットワークへのエントリの追加（AddEntry toNetworks）]画面が表示されます。次のフィー
ルドに入力します。

説明名前

オンにした場合は、デジタルファブリック自動化（DFA）
ネットワークで使用するアプリケーションコンテナが有効

になります。

[ダイナミックファブリックネットワーク
（Dynamic Fabric Network）]チェックボッ
クス
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説明名前

ネットワーク名。この名前はコンテナで一意である必要が

あります。

[ネットワーク名（Network Name）]フィー
ルド

ファブリックアカウントを選択します。[ファブリックアカウント（Fabric
Account）]ドロップダウンリスト

コンテナのネットワーク IPアドレス。[ネットワーク IPアドレス（Network IP
Address）]フィールド

コンテナのネットワークマスクアドレス。[ネットワークマスク（Network Mask）]
フィールド

ネットワークのデフォルトゲートウェイの IPアドレス。こ
の IPアドレスの NICが GW VMに作成されます。

[ゲートウェイ IPアドレス（Gateway IP
Address）]フィールド

ステップ 8 [送信（Submit）]をクリックします。
この後、アプリケーションコンテナでプロビジョニングされる VMを追加して設定できます。

ステップ 9 [次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 10 [追加（+）（Add(+)）]アイコンをクリックしてVMを追加します。[仮想マシンへのエントリの追加（Add

Entry to Virtual Machines）]ダイアログボックスが表示されます。次のフィールドに入力します。

説明名前

VMの名前。[VM名（VM Name）]フィール
ド

VMの説明。[説明（Description）]フィールド

コンテンツライブラリVMテンプレートからVMテンプレートを表示
して選択するには、オンにします。オフにした場合には、VMイメー
ジテンプレートから VMテンプレートを選択する必要があります。

[コンテンツライブラリテンプ
レートを使用した VMのプロビ
ジョニング（Provision VM using
Content Library Template）]
チェックボックス

このフィールドは、[コンテキストライブラリ VMテンプレートを使
用したVMのプロビジョニング（ProvisionVMusingContent LibraryVM
Template）]チェックボックスがオンの場合にのみ表示されます。リ
ストを展開して、コンテンツライブラリからVMテンプレートを選択
します。

[コンテンツライブラリVMテン
プレート（Content Library VM
Template）]フィールド
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説明名前

このフィールドは、[コンテンツライブラリテンプレートを使用した
VMのプロビジョニング（ProvisionVMusingContent Library Template）]
チェックボックスがオフになっている場合にのみ表示されます。展開

する VMイメージを選択します。

[VMイメージ（VM Image）]ド
ロップダウンリスト

コンテナ内に許可できる仮想 CPUの数を選択します。[仮想 CPUの数（Number of
Virtual CPUs）]ドロップダウン
リスト

メモリのサイズを選択します。[メモリ（Memory）]ドロップダ
ウンリスト

VM用に予約する CPU。[CPU予約(MHz)（CPUReservation
(MHz)）]フィールド

VMのメモリ予約。[メモリ予約(MB)（Memory
Reservation (MB)）]フィールド

VMのカスタムディスクサイズ。テンプレートのディスクサイズを
使用するには、値に 0を指定します。指定したディスクサイズで選択
したイメージのディスクサイズが上書きされます。

[ディスクサイズ（GB）（Disk
Size (GB)）]フィールド

VMのユーザ名とパスワードをエンドユーザと共有するためのオプショ
ンを選択します。[パスワードのリセット後に共有（Share after password
reset）]または [共有テンプレートクレデンシャル（Share template
credentials）]を選択した場合、エンドユーザは選択したテンプレート
のユーザ名とパスワードを指定する必要があります。

[VMパスワード共有オプション
（VMPassword Sharing Option）]
ドロップダウンリスト
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説明名前

[VMネットワークインターフェイス（VM Network Interfaces）]を展
開して、[追加（+）（Add (+)）]をクリックして VMネットワークイ
ンターフェイスを追加します。別のネットワークインターフェイスを

追加する場合は、[追加（+）（Add (+)）]をクリックします。

新しいVMネットワークインターフェイスを追加するには、次のフィー
ルドに入力します。

• [VMネットワークインターフェース名（VM Network Interface
Name）]フィールド：VMネットワークインターフェイスの名
前。

• [ネットワークの選択（Select the Network）]ドロップダウンリス
ト：ネットワークを選択します。

• [アダプタタイプ（Adapter Type）]ドロップダウンリスト：アダ
プタのタイプを選択します。

• [IPアドレス（IP Address）]フィールド：ネットワークの IPアド
レス。

[VMネットワークインターフェ
イス（VM Network Interfaces）]
フィールド

作成後にこのコンテナで追加可能なインスタンスの最大数を示します。[最大数量（MaximumQuantity）]
フィールド

コンテナを作成する際にプロビジョニングする VMインスタンスの数
を示します。

[初期数量（Initial Quantity）]
フィールド

ステップ 11 [送信（Submit）]をクリックします。
ステップ 12 [アプリケーションコンテナテンプレート：F5アプリケーションサービス（Application Container Template

- F5 Application Service）]画面で、次のフィールドに入力します。

説明名前

アプリケーションサービスの名前。[アプリケーションサービス名
（Application Service Name）]
フィールド

テンプレートを選択します。[テンプレート（Template）]
フィールド

ネットワークの IPアドレス。[Ipアドレス（IP Address）]
フィールド
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説明名前

仮想サーバの IPアドレス。[仮想サーバ IP（Virtual Server
IP）]フィールド

仮想サーバで使用されるポート。[仮想サーバポート（Virtual
Server Port）]フィールド

FQDN仮想サーバの名前。

各 FQDN名をカンマで区切りま
す。

（注）

[仮想サーバの FQDN名（FQDN
names of Virtual Server）]フィー
ルド

ノードのリストからノードを選択して、[送信（Submit）]をクリック
します。ノードのリストに、仮想サーバに関連付けるノードが表示さ

れていない場合は、以下のようにします。

• [追加（+）（Add (+)）]アイコンをクリックしてノードを追加し
ます。[ノードリストへのエントリの追加（Add Entry to Nodes
list）]ダイアログボックスが表示されます。

•ノード IPアドレス、ポート、および接続制限を指定した後、[送
信（Submit）]をクリックします。

[ノードリスト（Nodes List）]ド
ロップダウンリスト

ステップ 13 [次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 14 [アプリケーションコンテナテンプレート：展開ポリシー（Application Container Template - Deployment

Policies）]画面が表示されます。
VMのプロビジョニングに必要なコンピューティング、ストレージ、ネットワーク、システムポリシー、
コストモデルを選択する必要があります。ポリシーとは、アプリケーションコンテナ内で新しい VMを
（システムリソースの可用性に基づいて）どこにどのようにプロビジョニングするかを決定するルールの

集まりです。

•ネットワークポリシーは、仮想ファイアウォール（コンテナゲートウェイ）の外部インターフェイ
スの展開にのみ使用されます。

•選択したネットワークポリシー内のポートグループは、ゲートウェイ VMがプロビジョニングされ
るホスト上に存在する必要があります。

•ネットワークポリシーは、スタティック IPプールまたは DHCPのいずれかを使用できます。ただ
し、コンテナタイプが VSGの場合は、ネットワークポリシーはスタティック IPプールのみを使用
する必要があります。VSG VMには IPアドレスが入力として必要です。現在、VSG VMの展開に
DHCPを指定するプロビジョニングはありません。

•プロビジョニング済みのVM（コンテナゲートウェイ）のネットワークアダプタ設定は、テンプレー
トの設定と同様である必要があります。このアプリケーションコンテナに使用されるネットワーク
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ポリシーで、[テンプレートからアダプタをコピーする（Copy Adapter from Template）]チェックボッ
クスをオンにする場合としない場合があります。

次のフィールドに入力します。

説明名前

コンピューティングポリシーを選択します。[コンピューティングポリシー
（Compute Policy）]ドロップダウンリ
スト

ストレージポリシーを選択します。[ストレージポリシー（Storage
Policy）]ドロップダウンリスト

ネットワークポリシーを選択します。[ネットワークポリシー（Network
Policy）]ドロップダウンリスト

システムポリシーを選択します。[システムポリシー（SystemsPolicy）]
ドロップダウンリスト

コストモデルを選択します。[コストモデル（Cost Model）]ドロッ
プダウンリスト

ステップ 15 [次へ（Next）]をクリックします。[アプリケーションコンテナテンプレート：オプション（Application
Container Template - Options）]画面が表示されます。
セルフサービスエンドユーザの特定の権限を有効または無効にするオプションを選択できます。

次のフィールドに入力します。

説明名前

オンにした場合は、VMのセルフサービス電源管理が有効になります。[VMのセルフサービス電源管理
の有効化（Enable Self-Service
Power Management of VMs）]
チェックボックス

オンにした場合は、VMのセルフサービスのサイズ変更が有効になり
ます。

[VMのセルフサービスサイズ変
更の有効化（Enable Self-Service
Resizing of VMs）]チェックボッ
クス

オンにした場合は、セルフサービス VMスナップショット管理が有効
になります。

[セルフサービス VMスナップ
ショット管理の有効化（Enable
Self-Service VM Snapshot
Management）]チェックボック
ス
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説明名前

オンにした場合は、VNCベースのコンソールアクセスが有効になり
ます。

[VNCベースのコンソールアク
セスの有効化（EnableVNCBased
Console Access）]チェックボッ
クス

オンにした場合は、コンテナのセルフサービス削除が有効になります。[コンテナのセルフサービス削除
の有効化（Enable Self-Service
Deletion of Containers）]チェック
ボックス

テクニカルサポートの電子メールアドレス。コンテナの展開後に、こ

のフィールドに入力した 1つ以上の電子メールアドレスに詳細なテク
ニカル電子メールが送信されます。

[テクニカルサポート用の電子
メール（Technical Support Email
Addresses）]フィールド

ステップ 16 [次へ（Next）]をクリックします。[アプリケーションコンテナテンプレート：セットアップワークフ
ロー（Application Container Template - Setup Workflows）]画面が表示されます。次のフィールドに入力し
ます。

説明名前

[コンテナセットアップワークフロー（Container Setup Workflow）]を
展開して、アプリケーションコンテナを確立するワークフローをオン

にします。

[コンテナセットアップワーク
フロー（Container Setup
Workflow）]ドロップダウンリ
スト

ステップ 17 [次へ（Next）]をクリックし、アプリケーションコンテナテンプレートの作成を実行して、[概要
（Summary）]画面を表示します。

ロードバランシング基準の概要のエントリが含まれていることを確認しま

す。

（注）

ステップ 18 [送信（Submit）]をクリックします。

テンプレートを使用したアプリケーションコンテナの作成

アプリケーションコンテナテンプレートを作成した後は、テンプレート管理機能を使用して他の

アプリケーションコンテナを作成できます。VSG環境で使用するテンプレートを作成する場合
は、VSG用アプリケーションテンプレートの作成を参照してください。
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アプリケーションコンテナは、そのネットワークに固有のVLANを使用する必要があります。
VLANを使用する（VMware）vCenterに他にポートグループがない場合もあります。

（注）

ステップ 1 [ポリシー（Policies）] > [アプリケーションコンテナ（Application Containers）]を選択します。
ステップ 2 [アプリケーションコンテナ（ApplicationContainers）]ページで [アプリケーションコンテナのテンプレー

ト（Application Container Templates）]をクリックします。
ステップ 3 テンプレートを選択します。

ステップ 4 [コンテナの作成（Create Container）]をクリックします。
ステップ 5 [テンプレートからのコンテナの作成（Create Container from Template）]画面で、次のフィールドに入力し

ます。

プライベートネットワーク名、サービス名、およびコンテナ名を組み合わせた長さは最大32文
字にする必要があります。

（注）

説明名前

コンテナの名前。この名前は一意である必要があります。[コンテナ名（Container Name）]
フィールド

コンテナのラベル。[コンテナラベル（Container
Label）]フィールド

[テナント（Tenant）]を展開し、使用するテナントを選択して [検証
（Validate）]をクリックします。

[テナント（Tenant）]フィールド

このフィールドは、プライベートネットワークがあるテナントが選択

されている場合にのみ表示されます。[選択（Select）]をクリックし
て、選択したテナントに関連付けられたプライベートネットワークの

名前を選択します。

[プライベートネットワーク名
（PrivateNetworkName）]フィー
ルド

プライベートネットワークのスループットを選択します。

このフィールドは、プライベートネットワークがあるテナ

ントではサポートされていません。

（注）

[ネットワークスループット
（Network Throughput）]ドロッ
プダウンリスト

以下のフィールドは、[テナント（Tenant）]フィールドでプライベートネットワークを持つテナントが
選択されている場合にのみ表示されます。つまり、これらのフィールドは、内部階層ごとにさまざまな

VMインスタンスをサポートする能力を持つテナントに対してのみ表示されます。
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説明名前

各階層の VMのカスタマイズされたプレフィックス名。

プレフィクス名は、管理者が各階層のプレフィクスを定義す

る、アプリケーションプロファイルの VMラベルプレフィ
クスから取得されます。アプリケーションコンテナの展開

時に、アプリケーションプロファイルで定義されている内

容からプレフィックスを更新できます。

（注）

[VMラベルプレフィックスのカ
スタマイズ（VM Labels Prefix
Customization）]フィールド

WEB/APP/DB階層などの内部階層の最大数は、次のフィールドでは例としてのみ示します。アプリケー
ションプロファイル内の定義に従い、4つ以上の階層がある場合があります。フィールドの数は、アプ
リケーションプロファイルの一部として定義されている内部階層番号に基づいて表示されます。

<Web>階層内の VMインスタンスの最大数。[<WEB>階層の最大数
（Maximum Quantity for <WEB>
tier）]フィールド

<アプリケーション>階層内の VMインスタンスの最大数。[<APP>階層の最大数（Maximum
Quantity for <APP> tier）]フィー
ルド

<データベース>階層内の VMインスタンスの最大数。[<DB>階層の最大数（Maximum
Quantity for <DB> tier）]フィー
ルド

アプリケーションプロファイルに指定された内部階層名は動的にフェッチされ、コンテナ作

成アクション中にフィールドに表示されます。コンテナ作成アクション中にいずれかの内部階

層の最大数量が変更された場合、この値は、階層ごとのサブネットを割り当てるためのホスト

サイズの最大数と見なされます。

（注）

以下のフィールドは、[テナント（Tenant）]フィールドでプライベートネットワークを持つテナントが
選択されている場合には表示されません。

コンテナにディザスタリカバリサービスを有効にするには、このチェッ

クボックスをオンにします。

[ディザスタリカバリの有効化
（Enable Disaster Recovery）]
チェックボックス

vCPUの数、メモリ、最大ストレージ、およびコンテナのサーバの最
大数を指定するには、このチェックボックスをオンにします。

[リソースの制限の有効化
（Enable Resource Limits）]
チェックボックス

コンテナにネットワーク管理サービスを有効にするには、このチェッ

クボックスをオンにします。

このフィールドは、APICデバイスパッケージによって管理
されているレイヤ 4およびレイヤ 7デバイスのみに適用され
ます。

（注）

[ネットワーク管理の有効化
（Enable Network Management）]
チェックボックス
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説明名前

このフィールドは、APICコンテナにのみ表示されます。階層ラベルの
カスタマイズされた名前。

[階層ラベルのカスタマイズ
（Tier Label Customization）]領
域

ステップ 6 [送信（Submit）]をクリックします。[送信結果（Submit Result）]ダイアログボックスが表示されます。
[送信結果（Submit Result）]ダイアログボックスに表示されたサービスリクエストを書き留め
てください。

（注）

ステップ 7 [OK]をクリックします。
サービスリクエストの詳細情報を表示することで、コンテナ作成の経過を表示できま

す。

（注）

ステップ 8 [アプリケーションコンテナ（Application Containers）]タブをクリックします。
[アプリケーションコンテナ（Application Containers）]ペインに新しいコンテナが表示されます。

サービスリクエストの開始

F5ロードバランシングは、フェンスド仮想コンテナのみでサポートされています。（注）

ステップ 1 [組織（Organizations）] > [サービスリクエスト（Service Requests）]を選択します。
ステップ 2 [高度なフィルタ（Advanced Filter）]ボタン（インターフェイスの右隅）をクリックします。
ステップ 3 [列で検索（Search in Column）]ドロップダウンリストから、[リクエストタイプ（Request Type）]を選択

します。

ステップ 4 [テキスト（Text）]フィールドに Advancedを入力します。

ステップ 5 [フィルタ（Filter）]をクリックします。
ステップ 6 [フェンスドコンテナセットアップ（Fenced Container Setup）]ワークフローをダブルクリックします。
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